
    

1 
 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

会員増強委員会 

委員長   大越正彦 

副委員長 目黒伸也 

委 員   石井秀明、鈴木正人、瀬谷利雄 

【活動方針】  

当委員会はその名の通り会員増強と維持を責務としており、猪俣会長の年度テーマ「踏み出そう！夢に向

かって」を念頭に、夢に向かう為の仲間づくり組織づくりの礎となるよう活動を進めていきます。 

【活動目標】 

1. 当クラブ会員純増目標 ３名（現クラブ会員 8％増） 

2. 若い世代と女性会員の入会促進 及び退会防止 

【事業計画】 

1. 会員増強委員会による家庭集会の他に会員増強委員会を中心とした全員参加の家庭 

集会を開催（年度に２回、開催予定）。 

・一部の人に頼ることなく、会員一人ひとりが当事者として参画する必要。 

・職業分類の原点に立ち返り、幅広く入会候補となりうる人材を全員で検討し、また共有していく。（候

補者リストアップとそのフォローの継続） 

・当クラブの特徴や活動例などを紹介できる入会奨励チラシの作成。 

・通常例会を含め、親睦活動移動例会等への入会候補者の積極的なご招待。 

・入会候補者との個別懇親会等を推奨しロータリーの PR。（この際入会候補者の人となりの確認も必

要） 

2. 各委員会と情報交換を行い、規律ある中での楽しい例会また有意義な奉仕活動の開催で当会員であ

ることの、ロータリアンであることの意義、誇りの醸成。 

・ ５年未満会員を対象に１－５会（オリエンテーション）を開催し、クラブ内の情報提供を行い、不安を

取り除き積極的なコミュニケーションを行う。 

・ 例会時、会話の出やすい雰囲気づくりなど極端な世代ごとの集まりとならぬよう配慮。 

・ 各々が居心地のよいクラブ作り、奉仕にしても他に自慢できる良いことの共有により、ロータリアン
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であることの誇りを持ち、保つことが出来るクラブに。 

3. 候補者推薦における現行規定に則った手続きの確認とその遵守、理事会承認までの支援と理事会決

定内容の被推薦者（会員候補者）への通知と案内。 

4. 会員増強功労者に対する功労表彰等の検討 

 

 

クラブ管理運営委員会 

委員長    目黒伸也 

各委員長  中野修生（出席） 

石井秀明（親睦活動） 

        藤田昭英（プログラム） 

        大牟田弘文（ニコニコボックス） 

【活動方針】 

 猪股会長の年度テーマ「踏み出そう！夢に向かって」を念頭に、各委員会において充実したロータリー活

動が行われるよう取り組んでまいります。 

【重点課題】 

 各委員会と連携し、魅力あるクラブづくりを継続、出席率の向上、会員の増強、退会者の抑止を図っていき

ます。 

 

 

出席委員会 

委員長   中野修生 

副委員長 浦澤精乗 

委 員    海老澤康徳 

【活動方針】 

  猪股会長の年事テーマ「ロータリアンであることに誇りと喜びを感じられるクラブに」に則り、会員相互の友

情と親睦を深めるため、奉仕活動を含む各種ロータリー会合（例会・地区大会・IM・家庭集会・国際大会）への

会員の出席を奨励し、出席状況を記録するとともに、出席率向上を図ります。 

【事業計画】 

1. クラブ例会への出席率はメークアップを含め 90％を目標とします。 

2. 出席率の低い会員には他委員会にも協力をお願いし出席を促すご案内をします。 

3. 年間出席率９0％以上の会員に記念品を進呈します。 

4. WEB 会議によるロータリー会合参加もメークアップとします。 

5. 他クラブへのメークアップを推進します。 

 

 

親睦活動委員会 

委員長  石井秀明 

副委員長 島田智和 

委員   大貫博光、空英俊、大森龍一、大牟田弘文、清水繁、佐々木良一、瀬谷雄一、高橋昭、 

中野修生、海老沢康徳 
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【活動方針】 

猪股会長の本年度スローガン「踏み出そう！夢に向かって」を実践できるように移動例会を企画し、楽しい

例会を心掛け、会員とご家族の皆様に喜ばれるよう努めてまいります。 

移動例会は、主担当幹事１名、副２名で担当して頂きます。 

第一例会のお祝いは、当日例会に出席している委員の方に担当（お渡し）して頂きます。 

【事業計画（予定）】 

1. 納涼例会     ９／２４   テラスザガーデン 「ワインデマミ」 

2. 観月例会     １０／２２  未定 

3. クリスマス例会  １２／２４  ウエストヒルズ（予定） 

4. 賀詞交歓会    １／７    鰻亭（予定） 

5. 観桜例会      ４／２２   未定 

6. 会長幹事慰労会  ６／２４   ウエストヒルズ（予定） 

7. 飲みにケーション １１／１９、３／１８ 原電滝坂寮（予定） 

・会員誕生日：クオカード 

・ご夫人誕生日：お花 

・バレンタイン：お菓子 

１年間、ご協力のほど宜しくお願い致します。 

 

 

プログラム委員会 

委員長   藤田明英 

副委員長  佐藤広道 

【活動方針】 

2025‐2026 年度、猪股会長の掲げられた「踏み出そう！夢に向かって」をテーマに 1 年間活動して参ります。

プログラム内容の充実を図り、有意義な例会になるよう各委員会と協力して魅力あるプログラム構成に努め

ます。 

【事業計画】 

1. 各委員会の計画が円滑に実行されるようにプログラムを構成し、状況に応じて柔軟に修正致します。 

2. 会長の方針に沿ったクラブ協議会やクラブフォーラムを開催し、会員のクラブ活動への理解度を深め、

クラブ参画意識を高められるようにします。 

3. 適宜に外部卓話を取り入れます。また、会員相互の親睦を図り友情を深めることが出来るプログラム構

成に努めます。 

4. プログラムは四半期ごとに見直しを行い、会報、ホームページ等で会員への周知を図り、例会等の日

程が会員各位に共有できるように致します。 
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月 日 曜日 項目 内容  担当 会報 会場 12：30〜 18：30〜 備考

2 水

卓話 「新年度を迎えて」
猪股真純会⻑・⼤越副会⻑・鶴⽥哲男幹事 1692 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

9 水 新入会員卓話
ガバナー補佐訪問
海老澤 康徳会員

1693 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

23 水 クラブ協議会(2)

新年度事業計画
クラブ会員組織・クラブ運営管理・公共イメー
ジ・職業・社会・⻘少年・国際・財団・⽶⼭各委
員会、会計、会場監督

1694 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

6 水 月間テーマ卓話
会員増強委員会(⼤越委員⻑)
外部卓話：地区クラブ奉仕委員

1695 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

8 金 地区行事 インターアクト年次大会

20 水 卓話
米山記念奨学会委員会
外部卓話：岩⽥総括委員⻑、草野寄付増進委員⻑

1696 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

27 水 フォーラム 40周年記念行事に向けて 1697 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

3 水
新入会員卓話
会⻑講話

原嶋 俊彦会員
猪股会⻑

1698 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

10 水 月間テーマ卓話
公共イメージ委員会(桐嶋委員⻑)
外部卓話：地区クラブ奉仕委員 林 正太郎様

1699 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

24 水 納涼例会 ワインデマミ 代表取締役 植田真朱様 1700
ﾃﾗｽｻﾞｶﾞｰ
ﾃﾞﾝ⽔⼾

〇

1 水 外部卓話
ひたちなか総合病院 三橋 紀夫先生
   「癌について」

1701 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

8 水 観月例会 親睦活動委員会（⽯井委員⻑） 仮⽇程 1702
ﾎﾃﾙ
ｳｴｽﾄﾋﾙｽﾞ

○

19 日 地区行事
ロータリーの森整備
社会奉仕委員会（厚⾒委員⻑） 仮⽇程

‑

22 水 クラブ協議会(3)
ガバナー補佐訪問
ガバナー公式訪問準備

1703 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

5 水 クラブ協議会(4) ガバナー公式訪問 1704 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

12 水 親睦例会 ノミニュケーション(1‑5会) 1705
日本原電
滝坂寮

〇

15 土 地区行事 RI第2820地区 地区大会（一日目） ‑

16 日 地区行事 RI第2820地区 地区大会（二日目） ‑

26 水 月間テーマ卓話
ロータリー財団委員会（鈴⽊委員⻑）
地区ロータリー財団委員会

1706 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ 〇

3 水 年次総会
猪股会⻑
海野直前会⻑

1707 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

10 水 外部卓話

ねもと薬局 根本 ひろ美先生
「オーバードーズについて」
職業奉仕委員会・⻘少年奉仕委員会合同開催
水農インターアクト生出席

1708 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

17 水 クリスマス例会 親睦活動委員会（⽯井委員⻑） 1709 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

7 水 賀詞交歓会 猪股会⻑・年頭所感 1710 鰻亭 〇 理事会18：00〜

14 水 月間テーマ卓話
職業奉仕委員会（⾼橋琢委員⻑）
地区職業奉仕委員会

1711 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

28 水 クラブ協議会(5)

前期事業報告及び後期事業計画
クラブ会員組織・クラブ運営管理・公共イメー
ジ・職業・社会・⻘少年・国際・財団・⽶⼭各委
員会、会計、会場監督

1712 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

1 日 地区行事 第2分区IM ‑ ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ

4 水 月間テーマ卓話
国際奉仕委員会（橋本委員⻑）
地区国際奉仕委員会

1713 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

18 水
新入会員卓話
会⻑講話

鹿志村 雅男会員
猪股会⻑                                       仮⽇程

1714 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

25 水 卓話 東海村 ⼭⽥村⻑        仮⽇程 1715 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

4 水
新入会員卓話
会⻑講話

飯塚 ⻑会員
猪股会⻑              仮⽇程

1716 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

11 水 親睦例会 ノミニュケーション(1‑5会) 1717
日本原電
滝坂寮

〇

25 水 卓話 1718 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ 〇

1 水 卓話 1719 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

8 水 卓話 1720 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

22 水 観桜例会 親睦活動委員会（⽯井委員⻑） 仮⽇程 1721 〇

13 水 卓話 1722 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

20 水 卓話 1723 ○

27 水
次期
クラブ協議会(1)

地区協議会報告
次期会⻑・幹事、次期委員⻑（クラブ会員組織、
クラブ運営管理、公共イメージ、職業、社会、
⻘少年、国際、財団、⽶⼭）

1724 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

3 水 卓話 1725 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○ 理事会12：00〜

10 水 クラブ協議会（6）

事業報告
クラブ会員組織・クラブ運営管理・公共イメー
ジ・職業・社会・⻘少年・国際・財団・⽶⼭各委
員会、会計、会場監督

1726 ｸﾘｽﾀﾙﾊﾟﾚｽ ○

24 水 会⻑・幹事慰労会 親睦活動委員会（⽯井委員⻑） 1727
ﾎﾃﾙ
ｳｴｽﾄﾋﾙｽﾞ

○

4

＜環境月間＞

5

＜⻘少年奉仕⽉間＞

6

＜ロータリー親睦活動月間＞

3

＜水と衛生月間＞ 世界ローターアクト週間

10

＜地域社会の経済発展月間＞ 米山月間

11

＜ロータリー財団月間＞ 世界インターアクト週間

12

＜疾病予防と治療月間＞ 東海那珂ロータリークラブ創立記念日

1

＜職業奉仕月間＞

2

＜平和構築と紛争予防月間＞ ロータリー創立記念日

9

＜基本的教育と識字率向上月間＞ ロータリーの友月間

東海那珂ＲＣ 2025‑2026年度 プログラム(案) 

7

＜⺟⼦の健康⽉間＞

8

＜会員増強・新クラブ結成推進月間＞
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ニコニコボックス委員会 

委員長   大牟田弘文 

副委員長 厚見和則 

委員     空英俊、佐藤誠、瀬谷利雄 

【活動方針】  

今年度のスローガン「踏み出そう！夢に向かって」の下、本活動が各奉仕活動の根源となることを認識して

会員の皆様のご理解を深めて頂き、ご協力を賜りますよう活動を推進いたします。 

目標額を１００万円と設定いたします。 

【事業計画】 

１. 理解促進 

会員の皆様のご協力が得られますよう、会員の皆様にニコニコボックスの意義  についてご理解をい

ただけますよう努めます。 

２. よろこびの言葉の紹介 

ご協力いただきました際の「よろこびの言葉・エピソード」は、感謝の気持ちを込めて例会時に紹介し、

会報に掲載いたします。 

３. 協力状況の報告 

会員の皆様には、適時、ご協力の状況について報告いたします。  

 

 

クラブ会報・公共イメージ委員会 

委員長   桐嶋健二 

副委員長  石井秀明 

委員     大牟田弘文 佐々木良一 原嶋俊彦 

【活動方針】 

今年度のスローガン「踏み出そう！夢に向かって」を念頭におき、クラブ会報を毎回確実に発行することを基

本に、会員同士の相互理解、例会・諸活動への参加者拡大に資するクラブ会報作りに取り組みます。公共イ

メージは広くロータリークラブの奉仕活動内容を広報し、「ロータリーの公共イメージと認知度の向上」のため

の活動を展開します。さらに当クラブホームページ（HP）の維持・管理を継続し、HP が有効に活用されるように

努めます。  

【事業計画】 

1. クラブ運営に係る資料保管を行います。 会報、現況報告書、写真、その他すべてクラブのドライブに保

存します。 

2. クラブ HP の維持管理を行います。 （会報はクラブ会報委員会が追加、カレンダーはプログラム委員会

が更新） 

3. 毎月第一例会時を目途に「ロータリーの友」誌の代表的な記事を紹介します。  

4. 当クラブ及びクラブ員の活動について「ロータリーの友」誌、茨城新聞「ロータリー情報館」等へ機会を捉

えて投稿します。 

5. 適時に Facebook の維持・更新を行います。 

6. 公共機関へ「ロータリーの友」誌の寄贈及び東海村立図書館と那珂市立図書館へ「ロータリーの友」誌

（英語版）を寄贈します。 

7. 例会毎にクラブ会報を発行します。クラブ会報は、例会参加者以外にも例会の状況が伝わるよう、前回
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例会の内容を掲載します。なお、当日の例会において必要な情報は、当日の会報に掲載することを原則

としますが、会報発行の 締切りに間に合わない場合や資料の分量が多い場合には、会報とは別に配布

します。 

8. 前年に続きペーパーレス化を推進し、ホームページ掲載を継続します。 

 

 

職業奉仕委員会 

委員長   髙橋琢 

副委員長 浅川清司 

委 員   佐藤誠 瀬谷雄一 中村澄夫 

【活動方針】 

 瀬戸隆海ガバナーの地区スローガン「時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 永久の御命」、そして猪

股真純会長のスローガン「踏み出そう！夢に向かって」に基づき、私たちは高い倫理観を持って仕事に取り組

み、その姿勢を通して奉仕の精神を実践してまいります。 

【事業計画】 

1. 四つのテストの実践 

新入会員には「四つのテスト」を配布し、奉仕への理解を深めていきます。また、原案である英語版「四

つのテスト」を改めて学び、その本質への理解を図ります。さらに、毎月第 2 例会にて「四つのテスト」を唱

和し、奉仕の精神の理解と実践に努めてまいります。 

2. 他委員会との連携 

青少年奉仕委員会との連携により、職場訪問を実施します。または、生業（なりわい）を通じて社会問

題について共に考えるセミナーを開催し、青少年の社会的視野の拡大と奉仕の意識向上を図ります。 

3. メンタルヘルスの推進 

メンタルヘルスに関する外部卓話又は情報等を通じてメンタルヘルスの推進を行う。 

4. 優良従業員及び優れた職業奉仕者の表彰 

優良従業員・優れた職業奉仕者を推薦頂き、表彰する。 

5. 会員卓話 

プログラム委員会と協力し、職業(生業)に沿った会員卓話を企画する。 

 

 

社会奉仕委員会 

委員長   厚見和則 

副委員長 目黒伸也 

委 員   佐々木良一、飯塚長、鹿志村雅男 

【活動方針】 

2025-2026 年度 テーマ「踏み出そう！ 夢に向かって」 

 社会奉仕活動はロータリークラブの中心となる重要な奉仕活動のひとつであるとの認識に立ち、クラブテー

マに沿って、他の委員会との連携も考慮して、会員全員の参加が可能な活動を展開していきます。 

【事業計画】 

1. 地域発展支援活動 

（1） 那珂市「いい那珂フェスティバル」の支援、協賛 予算 1０,０００円 
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（2） 東海村「村まつり、花火大会」協賛、花火大会後の清掃活動 予算 1０,０００円 

2. 社会福祉施設支援活動 

（1） 那珂市児童養護施設「チルドレンズホーム」クリスマス会 予算 １０,０００円 12 月 

（2） 那珂市児童養護施設「若草園」クリスマス会 予算 １０,０００円 12 月 

（3） 那珂市児童養護施設「若草園」外構工事 ロータリー財団地区補助金申請事業 

予算 902,000 円 （内クラブ拠出金 586,300 円） 

3. 地域環境活動 

（1） ロータリーの森整備活動 予算 ２０,０００円 10 月 

予算 700,000 円 

 

 

青少年奉仕委員会 

委員長   大森龍一 

副委員長 高橋琢 

委 員   小野瀬好良、鈴木正人、中野修生 

【活動方針】 

各ロータリアンの責務は、年齢 30 才までの若い人すべてを含む青少年の多様なニーズを認識しつつ、よ

りよき未来を確実なものとするために青少年の生活力を高めることによって青少年に将来への準備をさせる

ことです。すべてのクラブと地区は、青少年の基本的ニーズを支援するプロジェクトに着手するよう奨励され

ています。今年度地区行動指針「時は今 ところ足元 そのことを 打ち込む命 永久の御命」猪俣会長スロ

ーガン「踏み出そう！夢に向かって」を念頭におき各テーマの実現のため、青少年奉仕としての活動を行い

たいと思います。 

【事業計画】 

１．地区青少年奉仕・ローターアクト研究会 2025 年 7 月 27 日（日）ホテル日航つくば 

２．インターアクト年次大会 2025 年 8 月 8 日（金）つくば国際大学 

３．インターアクト台湾研修 2025 年 12 月予定 

４．ライラセミナー     2026 年 5 月・水海道あすなろの里 

５．ポリオ根絶イベント   2024 年 10 月 26 日（土）つくば市 

 

 

国際奉仕委員会 

委員長   橋本壽郎 

副委員長 桐嶋健二 

委 員    高橋昭、中村澄夫、藤澤亮 

【活動方針】 

国際奉仕はロータリーの第４奉仕部門です。他国の人々を助けることを目的としたクラブのあらゆる活動

やプロジェクトに協力することで、国際理解・親善・平和を推進するために会員が行う活動からなります。今

年度のＲＩテーマ「よいことのために手を取りあおう」のもと、地区スローガン「時は今 ところ足元 そのことに 

打ち込む命 永久の御命」を実現すべく、当クラブの今年度テーマ「踏み出そう！夢に向かって」に沿って活

動を進めて参ります。 

【事業計画】 
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1. 世界社会奉仕（ＷＣＳ） 

2820 地区独自のＷＣＳである「この指とまれ」事業について、当クラブが賛同できるプログラムを選定

し、積極的に参加する。 

ネパール支援については継続して考えていく。 

2. 青少年交流 

国際理解と親善を推進するための方法として継続していく。 

3. 国際交流 

2026 年ロータリー国際大会(台湾 2026.6.13～17 日)への参加を募集する。 

4. 地区セミナーへの参加 

令和 7 年 7 月 19 日（土）奉仕プロジェクト研究会 ホテル テラス ザ ガーデン 水戸 

 

 

ロータリー財団委員会 

委員長   鈴木正人 

副委員長 桐嶋健二 

委 員    清水繁、海老澤康徳、藤澤亮 

【活動方針】 

ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、人々の健康状態を改善し教育の支援を高め質の高い教育を提

供し、環境保全に取り仕組み、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成構築できるように

支援することにあります。 

この使命実現のもと、以下の目標などに向けて今年度も支援活動に取り組んでいきます。 

【事業計画】 

１．ロータリー財団研究会への参加（令和７年７月 12 日） 

２．財団寄付地区年度目標の達成 

  ・年次寄付      ：150 ㌦/人 

  ・ポリオ･プラス基金  ： 30 ㌦/人 ← 計 会員１人あたり１８０㌦以上 

  ・恒久基金（ベネファクター）：当クラブは現在０名のため 1 名以上 ⇒ 1,000 ㌦ 

  ・ポリオ･プラス･ソサエティ(PPS)会員 ：現会員＋1 名以上 ⇒ 毎年 100 ㌦ 

  ・ポール･ハリス･ソサエティ(PHS)会員 ：1 名以上 ⇒ 1,000 ㌦ 

３．地区補助金申請 

  ・補助金対象事業費の 35％を補助、1 クラブ１事業 (申請時期予定:令和 8 年 1～２月) 

４．地区ポリオイベントへの参加 

  ・ポリオデー（令和７年 10 月 26 日(日) 会場:つくば市内(詳細は後日公表有り) 

５．ロータリー財団月間(11 月)に出前(外部より)卓話予定 
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米山記念奨学会 

委員長  島田智和 

副委員長 藤田明英 

委員    海野宏幸、大部泉、浦澤精乗 

【年度方針】 

  ロータリー米山記念奨学会では、勉学又は研究のために来日し、大学等教育機関に在籍する外国人留学

生に対して、全国のロータリアンからの寄付金を財源とする奨学金を支給し、支援する国際奨学事業を行って

おります。 

  本事業は国内で民間最大の国際奨学事業であり、年間約 900 人の奨学生を採用しております。 

  事業の使命は、将来、日本と世界を結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリー運動の良き理解

者となる人材を育成することにあります。 

  今年度も当クラブは準世話クラブとして活動し、奨学生と積極的に交流して国際交流・相互理解を深めると

共に、ロータリーの奉仕の心を学んでほしいと考えております。 

【事業計画】 

1. 米山記念奨学会の事業意義を会員全員へ理解してもらう。 

2. 今年度の目標特、特別寄付として年間 20,000 円/一人以上の目標達成をめざす。 

3. 準世話クラブとしてマレーシア出身、ワン・ジンロンさんを迎える。 

【年間スケジュール】 

１．2025 年度米山記念奨学会オリエンテーション    4 月 12 日(土) 

２．米山記念館訪問                             5 月 25 日(日) 

３．研究会                                     8 月 24 日(日)  

４．新春の集い                                 1 月 25 日(日)  

５．終了式                                     3 月 7 日(土)  

 

 

会計 

会計   佐藤広道 

副会計 厚見和則 

【活動方針】 

 ロータリーの会計業務はクラブ活動費の管理という大きな責任を負っています。 

猪股会長・鶴田幹事のもと、円滑な奉仕活動が行えるよう、事務局の協力を得ながら堅実に事務を遂行して

参ります。 

※ 予算案は、別紙参照。 

 

 

会場監督 

委員長    浅川清司  

副会場監督 高橋琢、清水繫 

【活動方針】 

 例会等の会合で、会場を設営し、秩序正しく和やかな会合が楽しく進行出来ますように努めます。また、例

会がその使命を発揮出来る様に、進行、監督に努めます。 
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【事業計画】 

1. 例会運営がスムーズな司会進行に努めます。 

2. 会長、幹事、各委員会、その他の報告がスムーズ行くことに努めます。 

3. 例会をスムーズに進行するために、時間配分に努めます。 

4. ゲスト、ビジター席は中央正面とし、関係会員に接待をお願いをする。 

5. 会員相互の親睦と交流を図れるように、番号合わせによる席順にする。 

6. 例会を欠席する時は、必ず事前に事務局に連絡をお願いします。 

 

 

クラブ戦略委員会 

委員長 海野宏幸 

副委員長 猪股真純 

委員  厚見和則、鶴田哲男、大越正彦、藤田明英 

【活動方針】 

 クラブの戦略計画 ３year rolling target とリンクさせ、クラブの目指すべき未来像にすり合わせてゆきます。

また、年度ごとに見直し、状況に合わせて、より良い計画をたて実施することで、活動の幅も広がり、広報にも

努め、会員増強、他クラブとの交流にもつながるよう進めてまいります。 

【目指すべき未来像】 

・ 会員間の意識が統一され、活力のあるクラブ 

・ 地域での奉仕事業が積極的に行われ、有効に機能しているクラブ 

・ 地域から求められ、尊敬されるクラブ 

【活動計画】 

1. 広報活動の強化 

メディアへの掲載、SNS での広報、クラブホームページの定期的更新 

対象委員会：クラブ公共イメージ委員会 

2. ロータリー知識、理解の促進 

入会５年未満の会員へオリエンテーション、親睦ゴルフ 

対象委員会：クラブ会報・公共イメージ委員会、親睦活動委員会 

3. 他クラブとの交流、親睦促進 

あらゆる機会を通じて、他クラブとの交流 

親睦活動、親睦ゴルフ、他クラブ訪問 

対象委員会：親睦活動委員会、社会奉仕委員会 

4. 会員増強 

候補者の情報収集と純増３名以上を目標とする 

対象委員会：会員増強委員会、全会員 

5. 教育と継続性の強化 

各委員会の委員長育成、RLI 教育によるスペシャリスト育成 

対象委員会：クラブ管理運営委員会 
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  報告者：鶴田哲男幹事 

 

4. ガバナー事務所からの連絡事項 

・ ロータリー希望の風奨学金支援のお知らせ 

・ インターアクト年次大会について 

・ 台北国際大会の案内 

・ 大阪・関西万博ライブ配信 

・ 「この指とまれ」のお知らせ 

・ ガバナー事務所からの新年度あいさつ 

 

  報告者：出席委員会 中野修生委員長 

 2025 年 7 月 9 日 例会 

会員数 出席免除者数 対象 

会員数 

出席者 欠席者 出席率 

（％） 

３５     ３ 

内出席  ２名 

３４ 

 

２３ 

 

１１ 67.65 

 

出席免除者（敬称略）：下線は例会 出席 

高橋 昭、  大部 泉、 瀬谷利雄 

 

  報告者：ニコニコボックス委員会 大牟田弘文委員長 

氏 名 よろこびの言葉 

浅川 清司 野内ガバナー補佐、1 年間宜しくご指導お願いします。 

猪股 真純 野内ガバナー補佐、本日は猛暑の中、お越し下さいましてありがとうございます。鹿

志村さん、ようこそ、東海那珂ロータリークラブへ！ 今月、3 名の新会員をお迎えし

ました。皆さんの力を結集して、ハッピーな 1 年にしましょう。 

海野 宏幸 野内ガバナー補佐、ようこそ、東海村 RC へ。猪股年度、宜しくお願いします。 

海老澤康徳 本日の卓話、緊張しております。宜しくお願い致します。 

 7 月 9 日例会報告（第 1693 回）  

◆ 幹事報告 

◆ 出席報告 

◆ ニコニコボックス  

1. 地区研究会へ参加される方は、「クラブ名札」をご持参くださ

い。 

2. 会員手帳の内容に変更があれば、幹事までにご連絡ください。

また、写真も古い方は更新したいと思いますので、最新の写真

があればご提供ください。 

3. 次回の例会７月２３日は、第２回のクラブ協議会となっておりま

す。新年度事業報告となっておりますので、来週木曜日までに

原稿を桐嶋会報委員長までに送ってください。 
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大牟田弘文 7 月 9 日は「な(7)く(9)」の語呂合わせで、「泣く日」です。泣くことは、心の緊張をほぐ

し、ストレス解消にも役立つと言われています。 

空  英俊 熱い中、皆様ご苦労様です。 

鶴田 哲男 野内ガバナー補佐、ご訪問ありがとうございます。 

中村 澄夫 本日の海老澤会員の卓話に感謝！ またこの度、友好地区のフィリピンのマニラで

のガバナー承認式に参加して参りました（4 泊にて）。更に旧軍人の小野田氏が長

年 1 人にて生活したバイラマ島にも訪問して参りました。 

原嶋 俊彦 暑い中、例会へのご出席、ご苦労様です。 

 

 
7 月 2 日付入会の鹿志村雅男会員が本日の例会に初出席され、猪股会長よりバッチを授与しました。 

今後、よろしくお願いします。 

    
鹿志村雅男新会員へバッチ授与              

 

 

 

野内厚志ガバナー補佐のご挨拶 

 

 

◆ 新入会員バッチ授与 

◆ 野内厚志ガバナー補佐ご挨拶 

今年度 2820 地区第 2 分区ガバナー補佐に就任された野内厚志

様(大子 RC)をお迎えしご挨拶頂きました。 

 

自己紹介の後、RI 会長方針、ガバナー方針とともに地区の数値目

標や活動指針についてご説明頂きました。 

 

今後 1 年間お世話になります。ご指導のほどよろしくお願いいたし

ます。 
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【会合報告 1】                             報告者 会員増強委員長 大越正彦 

１． 会合名：会員増強委員会 家庭集会 

２． 日 時：令和７年７月９日 13:30～14:10 

３． 場 所：クリスタルパレス長寿荘 例会場 

４． 主催者：会員増強委員会 

５． 出席者：猪股真澄会長、鶴田哲男幹事、大越正彦委員長、目黒伸也副委員長、瀬谷利雄会員、石井秀

明会員 

６． 議 事：本年度、会員増強事業計画の確認、その他について 

 

【会合報告 2】                             報告者 会員増強委員長 大越正彦 

１． 会合名：会員増強委員会 家庭集会 

２． 日 時：令和７年７月９日 18:00～20:00 

３． 場 所：小料理 余暇（水戸市） 

４． 主催者：会員増強委員会 

５． 出席者：猪股真澄会長、大越正彦委員長、目黒伸也副委員長 

６． 議 事：年度当初における会員増強計画の意見交換、その他について 

 

【会合報告 3】                     報告者氏名   ロータリー財団委員長 鈴木 正人 

１． 会合名：2025-26 年度 第 2820 地区 ロータリー財団研究会 

２． 形式及び目的：コメンテーターも含む講義形式 ロータリー財団の使命・現状を理解する。 

３． と き：  2025 年 7 月 12 日（土） 10:30～15:15 

４． ところ：  ホテル日航つくば 

５． 主催者： ガバナー瀬戸隆海様 R 第１地域担当カウンセラー総括委員長新井和雄様 

６． 出席者： 鈴木 正人 

７． 議 事(式次第)： 

（午 前) 

（1） ポリオについて ／ ガバナー 瀬戸隆海 様 

（2） 講演「ロータリー財団の現状について」 ／ 第 1 地域ロータリー財団コーディネーター新井和雄様 

（午 後) 

（3） 地区補助金並びに申請・報告状況について／地区補助金委員長 椿 眞里様 

（4） グローバル補助金並びに申請状況について／グローバル補助金委員長 尊田京子様 

（5） 奨学金の活用について／ＧＧ・奨学金担当 田上悟史 

（6） 年次基金と恒久基金への寄付・ＰＨＳについて／資金管理・推進委員 八木健二様 

（7） 地区委員による出前卓話について／地区補助金担当・申請 清藤 豊 様 

（8） ロータリー平和フェローシップについて／平和フェローシップ委員長 木村 英博様 

（9） ロータリーカードについて／ロータリーカード推進委員長 白岩大樹様 

（10） ポリオイベントについて／前年度青少年奉仕総括委員長 高田稔美様 

                      ポリオプラス委員長 関康彦 様(欠席) 

◆ 会合報告 
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８． 感想・所感 

昨年は佐藤広道委員長の代行で、当研究会に出席をしましたが、なにがなんだか、正直理解できませ

んでしたが、今年度「ロータリー財団」の委員長となった立場と致しまして、改めて研究会に臨みました。 

昨年より「ロータリー財団」が何たるか？ その目的・使命・役割を昨年より知ることが出来ました。クラ

ブ会員の方々より、当本人が、主旨等を理解せずに貴重な寄付をお願いするには失礼であるとの意識を

以って、今後も当ロータリー財団の活動内容等を勉強しながら１年間活動して参りたいと感じた次第です。 

またロータリー財団の支援の中心的支援の使命である「ポリオ＋(プラス)」おいても、ポリオ常在国が、

現在アフガニスタンとパキスタンとの２ヶ国となってもなお、ロータリー財団の支援の必要性を理解できる話

として、「ポリオ(急性灰白隨縁)」は未だ治療法が見付からない現状があり、生ワクチンを以って感染を予

防することが大事であることがわかりました。 

本日の研究会において【大髙年度の目標寄付額】の説明がありました。この目標額においては、(既に

会費からご寄付を戴いておりますが…)更に高みを目指したいと思っています。委員の方々のご協力もお

願いしたいと存じます。また、令和 07 年 10 月 26 日(日)会場 つくば市内におけるポリオイベント(世界ポリ

オデー)への会員の皆様のご参加もお願いしたいと思います。 

 

 

 

経歴としましては、地元の小中高等学校を卒業後、明治大学農学部へ進み、（株）日立ライフ(現在の日立

リアルエステートパートナーズ)に入社、７年半勤務後、２９歳で植心園に戻り、現在に至ります。 

まだまだ，ロータリーの理念、仕組み、組織もわからない状況ですが、先輩方のご指導をいただきながら、

本会の活動に参加させていただきたく、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

次回例会：8 月 6 日（水）12：30～ 

月間テーマ卓話 

会員増強委員会、外部卓話：地区クラブ奉仕委員 

例会を欠席する時は、必ず前日 12:00 までに事務局まで連絡のこと 

【クラブ会報・公共イメージ委員会】 

委員長 桐嶋健二／副委員長 石井秀明／委員 大牟田弘文 佐々木良一 

 

◆ 新入会員卓話         海老澤康徳会員 

本年 2 月 1 日に入会された海老澤康徳会員による卓話が行われました。

自己紹介を中心とした卓話でしたが、大変興味深く楽しい内容で、その一

端を以下にご紹介します。 

**************************************************** 

生まれは，茨城県那珂市本米崎。家族構成は父、母、妻、長女（大学生 

東京）、次女（高校生）、三女（中学生）の 7 人家族です。 

私には妹が二人おりまして、一人はつくばみらい市在住、もう一人は東

海村在住です。職業は、株式会社 植心園（造園工事業）、花屋（東海村に

て 2 店舗）、カフェ 元屋敷を行っております。 


